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■
不
登
校
生
徒
へ
の

　

取
組
に
つ
い
て

桂
川
中
学
校 

校
長 
深
見
秀
人

　

不
登
校
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
福

岡
県
で
は
す
で
に
４
千
人
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
桂
川
中
学
校
の
不
登
校

生
徒
数
は
、
昨
年
度
よ
り
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
本
校
で
は
、
不
登
校

を
生
ま
な
い
環
境
づ
く
り
の
基
盤
と

な
る
生
徒
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
学
校

づ
く
り
を
進
め
、
全
教
育
活
動
を
通

じ
て
「
心
の
居
場
所
づ
く
り
」「
絆

づ
く
り
」
を
重
視
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度

よ
り
中
一
不
登
校
対
策
強
化
事
業
に

も
取
り
組
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
学
校

だ
け
で
な
く
、
民
生
児
童
委
員
や
主

任
児
童
委
員
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
と

の
連
携
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

と
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
新
た
な

不
登
校
生
徒
を
出
さ
な
い
と
い
う
姿

勢
で
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
従
来
か
ら
の
福
岡
県
独
自
の

取
り
組
み
と
し
て
の
「
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
」
方
式
に
よ
る
不
登
校
生
徒
へ
の

対
応
も
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

学
校
復
帰
を
果
た
す
生
徒
、
学
級
ま

で
行
け
な
い
が
、
サ
ポ
ー
ト
教
室
で

学
級
へ
の
復
帰
の
準
備
を
す
る
生
徒

も
い
ま
す
。
ま
た
、
桂
川
町
周
辺
の

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
適
応
指
導
教
室

に
参
加
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。

　

今
後
も
不
登
校
へ
の
対
応
の
充
実

を
図
る
た
め
に 

「
未
然
防
止
」「
早
期

対
応
」「
き
め
細
か
で
継
続
的
な
支

援
」
を
行
い
、
不
登
校
問
題
の
解
消

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
桂
川
町
の
児
童
生
徒
の

　

学
習
状
況
・
生
活
実
態

桂
川
町
教
育
委
員
会

　

10
月
号
に
引
き
続
き
本
年
度
の

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
か
ら

見
え
る
桂
川
町
の
児
童
・
生
徒
の
状

況
を
報
告
し
ま
す
。

　

調
査
で
は
学
力
の
状
況
だ
け
で
な

く
、
学
習
の
状
況
や
生
活
実
態
も
見

え
て
き
ま
す
。
調
査
対
象
は
小
学
六

年
生
と
中
学
三
年
生
で
す
。

　

下
の
表
は
、
小
学
校
・
中
学
校
と

も
に
全
国
平
均
よ
り
も
良
好
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
項
目
と
課
題
で
あ
る
と

捉
え
ら
れ
る
項
目
で
す
。
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【全国平均と比べて改善を必要とする項目】

　○朝食を食べないことが多い
○普段（月～金曜日）、１時間以上、携帯電話
やスマートフォンで通話やメール、インター
ネットをしている
○家の人と学校での出来事について、あまり話
をしていない
○今住んでいる地域の行事に、あまり参加をし
ていない
○地域や社会で起こっている問題や出来事にあ
まり関心がない
○新聞をあまり読んでいない

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
意
識
調
査
か
ら

は
、
学
校
生
活
に
意
欲
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、「
友
達
関
係
」
や
「
規
範
意
識
」

の
項
目
の
ポ
イ
ン
ト
も
高
く
、
心
の

面
も
育
ち
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
改
善
を
必
要
と
す
る
項

目
と
し
て
は
、

○
朝
食
の
不
摂
取
（
朝
、
起
き
る
の 

　

が
遅
い
）

○
家
族
の
会
話
の
減
少
（
携
帯
電
話
や

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
長
時
間
使
用
）

○
地
域
や
社
会
へ
の
無
関
心

　

な
ど
、
家
庭
生
活
や
地
域
社
会
で

の
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

学
校
で
は
、「
望
ま
し
い
生
活
習
慣

の
定
着
」
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
早

起
き
を
さ
せ
て
、
し
っ
か
り
と
朝
食

を
食
べ
さ
せ
て
学
校
に
送
り
出
す
こ

と
や
家
族
の
会
話
を
増
や
す
な
ど
、

生
活
リ
ズ
ム
の
定
着
と
子
ど
も
と
の

ふ
れ
合
い
を
大
事
に
す
る
環
境
づ

く
り
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま

す
。

【全国平均を上回っている項目】

　○難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している
○家で自分で計画を立てて勉強をしている
○家で学校の復習をしている
○学校に行くのは楽しいと思う
○学級会などの時間に友達同士で話し合って学級
のきまりなどを決めていると思う

○学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれし
かったことがある

○学校のきまりを守っている人の気持ちが分かる
人間になりたいと思う

○いじめは、どんな理由があってもいけないこと
だと思う

○人の役に立つ人間になりたいと思う
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